
福
島
第
一
原
発
、
立
地
町
か
ら
。

福島県大熊町

福島県大熊町

◎発行日◎
平成29年３月

◎発行元◎
福島県大熊町

〒965-0873 福島県会津若松市追手町2-41
（会津若松出張所）

電話  0120-26-3844（代表）
FAX  0242-26-3789

◎編集◎
大熊町企画調整課

【概要版】



　平成23年３月11日午後２時46分に発生した東日本大震災から６年が過ぎました。この震災によ
り、またその後の避難生活の中で亡くなられた方々に深く追悼の意を表すとともに、被災された皆様
に心よりお見舞いを申し上げます。
　この度、震災から６年が経過し、記憶と資料の整理ができたことで、これまでの軌跡を記録誌にま
とめることにいたしました。記録として残すことで、震災と原発事故の風化を防ぎ、事故を起こした
原子力発電所の立地自治体である大熊町の現状と対応を、今後の原子力行政の参考にしていただけ
るのではないかと考えております。
　あの日、揺れの大きさに驚きながらまず心配したことは津波でした。役場２階ロビーに災害対策
本部を設置し、地震、津波対応を指示しました。テレビではずっと東北沿岸部の津波の映像が流れて
いて、大きな被害が予想されました。正直に申せば、原発についてはそのとき、あまり頭にありませ
んでした。
　町に立地する東京電力福島第一原子力発電所の状況については、地震発生後、職員から「停止した」
と報告がありました。原発の安全対策は「止める、冷やす、閉じ込める」が３原則。止まりさえすれば、
冷やす、閉じ込めると順に進むと思っていたのです。当時の原発の状況では「念のため」という言葉が
頭に残っており、危機的な状況というより、万が一に備えているという受け止めでした。12日早朝、細
野豪志内閣総理大臣補佐官（当時）から全町避難を伝えられても、割と冷静に「２、３日くらいで帰れ
るだろう」と考えていました。町民と同じように、私も前日から役場に泊まり込んだままの姿で町を
離れました。
　福島第一原発が稼働を始めて約40年。トラブルはあっても、全町避難や原発の爆発など全く想定し
ていませんでした。訓練や備えの面でもそうです。今回の事故で、避難に使った国道288号は渋滞しま
した。事故前から県や国との間で道路の拡張が話に上がっても、「避難対策を取ればいたずらに町民
の不安をあおる」と言われれば納得してしまう。「原発は安全」という考えが染みつき、誘致当初は
あった危険性への認識も薄れていました。それが40年も原発立地地域で生活する、共生するという危
うさだったと今は思います。避難の際に国や東京電力が持っていた危機感が町に正確に伝わってい
れば、せめて町民に「数日分の生活必需品と貴重品を持って出てください」と伝えられたかもしれま
せん。しかし、危機的状況だと分かれば、町民も大騒ぎになり、爆発前のスムーズな避難はできなかっ
た可能性があります。非常に難しいところですが、いずれにせよ原発の安全神話を過信していたこと
は何よりの反省点です。

　避難先の田村市総合体育館では、何度も夜中に「悪い夢を見た」と思って目覚めました。そして横を
見ると教育長や町議会議長が寝ている。「夢ではなくこれが現実なのだ」と思いました。毎朝、「今日は
どんな一日になるのか」とその日のことすら見通せませんでした。町として町民に説明する必要があ
るので、国の担当者に「今、我々が置かれている現状を毎日、責任持って報告してください」と言いま
したが、結局、主な情報源はテレビでした。確たる情報がない中、町民も職員も、また受け入れ先の自
治体の皆さんも大きな不安を抱えていました。
　パンなどの食事が続いたある日、「今日はご飯とお味噌汁です」というアナウンスに避難所内から
歓声が上がったこと。避難から５日ほど経って自衛隊が風呂を設置してくれたとき、浴場の中から久
しぶりに町民の笑い声を聞いたこと。田村市の方が「何の援助もできないけど」と言いながら、軽ト
ラックに米と灯油を積んで持ってきてくれたこともありました。そのような一つ一つの出来事をう
れしく思うと同時に、置かれた状況の厳しさを実感しました。
　卒業式ができない状況だった小学６年生のために田村市総合体育館で開いた「卒業を祝う会」で
は、喜びや励ましの声を多くもらう一方で、「田村市の学校でも卒業式や終業式を実施できないのに」
という指摘もいただきました。県外に避難し、報道で会の様子を見たという保護者の方からは「自分
の子どもは祝ってもらえない。悲しくテレビを見つめました」という電話をもらいました。福島第一
原発の吉田昌郎所長（当時）から電話を受けたのも体育館でした。吉田所長は「町長、こんな事態に
なって申し訳ない。収束に向けて取り組むからよろしくお願いします」と声を振り絞るように言いま
した。大きな声を出して物事が解決するのなら100回でも怒鳴りますが、この時、怒る気持ちにはなり
ませんでした。何が正しいのか、何をすべきなのか、正解のない問いを必死に解くような日々でした。
　職員たちは、自身も被災し、家族の所在確認もままならない状況で、毎朝５時ごろから深夜２時ご
ろまで働いていました。応援に来てくれた医師から「このままでは職員が倒れてしまう」と言われま
したが、十分に休ませてやることはできませんでした。会津若松市にお世話になることを決めたのは
震災から約２週間後。早い判断だったと思っていますが、その背景には町民に対するケアはもちろん
のこと、職員に少し落ち着いた環境で仕事をしてほしいという思いもありました。結局は、会津に来
てからも震災で一変した業務を前に、苦労をかけることになるのですが。
　町の復興については、遅いとお叱りを受けることも、よくここまで来たとねぎらっていただくこと
もあります。これで良いのかと自問自答の日々は現在も続いています。ただ、震災６年目に特例宿泊
までこぎ着けたことは、やはり職員が一丸となって復興に向けて取り組んできた成果だと自負して
います。職員一人一人には自信を持って業務に当たってほしいと願います。また、受け入れ自治体を
はじめさまざまな方々に支援をいただいています。皆様の支援なしにこの６年はありませんでした。
心から感謝いたします。
　６年という月日は、町民にとってただ帰還を待つには長すぎたと思います。ただ、大熊の先人たち
も飢饉などに遭いながら、時間をかけて血のにじむ努力をして、歴史を築き上げてきました。もう一
度、町を活気づかせるために、今、自分たちが汗をかいてその基盤をつくるときだと思います。次の世
代につなげるという意欲があれば、必ず復興できると考えています。残念ながら事故は起きた。それ
ならば事故で得た経験や知見を糧として、魅力ある町の復興に全力を尽くす所存です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

平成29年３月

発 刊 に あ た っ て

大熊町長

渡辺利綱
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大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア①-①

［３月11日］

津波に襲われ、変わり果てた熊川一帯



大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

上：熊川の沿岸部に迫り来る津波。水平線のように見えるのは津波の壁　下：東京電力福島第一原発を襲う津波（東京電力ホールディングス提供）

6    大熊町震災記録誌 福島第一原発、立地町から   7

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア①-②



大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

上：被害の報告に息をのむ渡辺町長ら町幹部（福島民友新聞社提供）　下：避難指示で町総合スポーツセンターの体育館に集まった町民

8   大熊町震災記録誌 福島第一原発、立地町から   9
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【クローズアップ大熊町❶】

想定を超える大津波

C L O S E - U P ▼●1 O K U M A  T O W N

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア①-③

 

　平成23年３月11日午後２時46分、東日本大震災が発生した。

　震央の南西約180㎞に位置する福島県大熊町でも地面が波打ち、割れ、液状化によりマンホールが飛

び出した。町役場庁舎２階では、防災を担当する生活環境課の男性職員が、テレビを押さえつつ、同課

に設置されている震度計の数値を大声で読み上げた。「６強！」。揺れが収まるとすぐ、支えていたテレ

ビが伝えた警報を読み上げた。「大津波警報出ました！」

　同課職員４人は避難を呼びかけるため、広報車２台に分乗し、浸水が懸念された熊川地区に急行。

「大津波警報が…発表されました…」防災無線からはゆったりとしたトーンのジェイアラートの自動

放送が流れている。その合間を縫うように、庁舎に残った同課職員が海岸や河口に近づかないよう、ま

た熊川地区住民は指定避難所の集会所に避難するよう呼びかけた。午後３時、町は役場２階ロビーに

町長を本部長とする災害対策本部を設置。建設課職員は道路や建物の被害状況確認のため、広報を担

当する企画調整課職員も記録のために庁舎を飛び出した。

　津波の第一波が町に到達したのは午後３時27分ごろ、同36分ごろには第二波に見舞われた。町に立

地する東京電力福島第一原子力発電所の推計では波高は13m。それまで「３m」「６m」と予想される津波

の高さを更新していた気象庁が、その予想を午後３時半に「10m以上」とした時にはすでに第一波は町

沿岸に到達していた。町の防災計画で想定していた波高は5.3m。津波は浸水を免れるはずだった避難所

の集会所をのみ込んだ。金曜日の日中で、避難者には高齢者が多かった。職員や地元消防団、区長らの誘

導で、一部水をかぶった人もいたが、集会所にいた十数人は助かった。しかし、浸水域は沿岸部約２㎢に

わたり、津波により町民11人、地震の揺れにより１人が犠牲になっていたことがその後、判明する。

　この間、災害対策本部は企画調整課を中心に福島第一原発の状況確認に努めていた。同課長の机上

にある福島第一原発との直通電話は地震後、不通になっていた。同課が福島第一原発の「緊急停止」と

「火災なし」を確認したのは午後３時35分ごろ、隣の富岡町と楢葉町に立地する福島第二原子力発電所

を通じてだった。そのころから災害対策本部には、職員たちから町内各地の被災状況や安否情報がも

たらされ始めていた。両原発の停止が確認され、本部は津波・地震対応に一層集中した。

　余震が続く中、まもなく日が落ちると、停電が続く町内での復旧・救助活動には二次災害が懸念され

た。本部は再度津波が押し寄せることを考え、町を縦断する国道６号から東側の住民を町総合スポー

ツセンターへ避難誘導。道路などの被災状況を地図上に集約して翌朝からの本格的な活動に備え、職

員たちは避難所運営に尽力した。課長級の職員も食料や水、発電機や照明などの調達に走り、スポーツ

センターでは未明からおにぎり作りが始まった。懐中電灯の光の下、徹夜の炊き出し。職員の一人は自

分を励ますように、同僚たちに声をかけた。「がんばろう。この一晩を乗り切ろう」



大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア②-①

［全町避難］

原発から10キロ圏内の避難指示でバスに乗り込む町民（読売新聞社提供）



大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

避難のため町役場に集合した人たち（読売新聞社提供） 上：震災の翌日、町役場の駐車場に現れた茨城交通のバス　下：町民の避難誘導を終え、三春町の中郷小体育館で暖を取る消防団員

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア②-②

12  大熊町震災記録誌 福島第一原発、立地町から 13



大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

爆発後の３月14日に撮影された福島第一原発の衛星写真（AFP PHOTO/DIGITALGLOBE）

●

●
●

突然の避難指示

C L O S E - U P ▼●2 O K U M A  T O W N

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア②-③

【クローズアップ大熊町❷】

　平成23年３月12日午前６時前、大熊町役場２階総務課の電話が鳴った。町長宛の電話の相手は内閣

総理大臣補佐官。東京電力福島第一原子力発電所の半径10㎞圏内避難指示の連絡だった。その電話と並

行し、町の災害対策本部には「警察官が町外へ避難誘導している」という目撃情報が寄せられた。役場に

いた警察官も福島県警本部とやりとりし、避難指示が出ていると報告。本来、避難指示は警察から知ら

されるものではない。職員は福島県庁に電話をかけ、県の担当者にも確認をとった。

　10㎞圏内は町居住地のほぼ全域にあたり、この指示は「全町避難」を意味するに等しい。町は消防団な

どに招集をかけ、地震からの復旧・救助活動に着手しようというところだった。県への電話を手に職員

は思わず「町を捨てて逃げろってことか！」と声を荒げた。電話の相手は何も言わなかった。

　11日の地震発生以降、東京電力が福島第一原発の緊急事態を伝える「第10条通報」「第15条通報」は、町

災害対策本部に届いていた。11日午後９時23分には国が福島第一原発の３㎞圏内避難指示を発令。災害対

策本部はこの指示をテレビ報道で確認していた。しかし、東京電力の通報文には「念のため」とあり、テレ

ビでは官房長官が「現時点で特別な行動を起こす必要はない」と説明していた。町は３㎞避難を「念のた

め」と受け止めた。しかも、３㎞圏内はすでに避難誘導した「国道６号の東側」と重なり、大半の住民は津

波対策で避難済み。結果として、全町避難は大半の職員、町民にとって寝耳に水だった。

　県は避難先として田村市を指定した。12日午前６時９分、町は防災無線で全町民に対し、避難のため

最寄りの集会所に集まるよう指示。全町避難を見越してか、すでに国から派遣されていたバス約50台を

主な移動手段とし、スポーツセンターを皮切りに福島第一原発に近い所から移送を始めた。防災訓練で

も想定されていない町外へ全町民が避難するという事態に現場は混乱。「国道288号を西へ」というほ

か、職員も具体的な行き先を知らないままバスに乗った。想定された田村市の避難所は町に近い方から

満杯になり、沿道に立つ田村市の消防団員たちがさらに西へとバスを誘導。「どこまで行くんだろう

…」。町民は13日未明までかけて、田村市、三春町、小野町、郡山市に分散することになる。

　12日午後２時ごろには、町内にひと気はなくなった。避難しそびれた町民がいることを想定し、町幹

部数人と消防団員ら計10人ほどが役場に残ったが、本部にいた東京電力社員が避難を促した。午後３時

36分、福島第一原発から約4.7㎞離れた役場に「ドーン」という大きな音が響いた。１号機の水素爆発。瞬

時に事態を察知した幹部たちも急いで町を後にした。

　大熊を離れた町の災害対策本部は、田村市総合体育館に再設置された。田村市長にあいさつするため

先に町を出ていた町長と幹部たちが体育館で合流したとき、どこに町民がいるのか分からない状態

だった。一方で、町民とともに各地の避難所に向かった職員たちも災害対策本部が田村市に設置された

ことを知らない。町とは別に独自に避難した町民もいた。携帯電話や無線も通じない中、本部は周辺避

難所を回って町民と職員の居場所を確かめるよりほかなかった。

14  大熊町震災記録誌 福島第一原発、立地町から 15



大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア③-①

［一次避難］

多くの町民が収容された田村市総合体育館（田村市提供）



大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

上：原発事故を報じる新聞に見入る女性（田村市提供）　下：食事の提供時間で混雑する避難所 上：協力して支援物資を運び入れる避難所の人たち（田村市提供）　下：避難所の住民を対象に行われたスクリーニング（田村市提供）

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア③-②

18  大熊町震災記録誌 福島第一原発、立地町から 19



大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

上：避難所で行われた小学６年生卒業の集い　下：支援への感謝が多数書かれた避難所の伝言板

●

●
●

C L O S E - U P ▼●3 O K U M A  T O W N

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア③-③

【クローズアップ大熊町❸】

20  大熊町震災記録誌 福島第一原発、立地町から 21

不安と混乱の中での“小さな自治”

　平成23年３月12日早朝の避難指示で大熊町を離れたとき、職員も含め町民の多くは東京電力福島

第一原子力発電所の状況も分からず、「ほんの２、３日のつもり」で着の身着のままバスに乗り込んだ。

避難先にあったテレビで初めて、12日の１号機水素爆発を知ったという人も多い。そして福島第一原

発の状況は、14日午前11時１分の３号機水素爆発、15日午前６時14分ごろの４号機水素爆発と悪化

の一途をたどる。「あぁ…」。職員は避難所でテレビに釘付けになっていた町民の口から、言葉にならな

い思いがこぼれるのを聞いた。

　町民の避難先は町が把握するだけでも田村市、三春町、小野町、郡山市の避難所二十数か所に及んで

いた。町は田村市総合体育館に災害対策本部を置いて田村市と連携するとともに、三春町、小野町、郡

山市の動きに対応する連絡員を設置。他の職員も各避難所に再配置して避難所運営に乗り出した。し

かし、４市町に主な避難先が分散し、公用車、ガソリン不足が続く状況で、町災対本部と各避難所の迅

速な情報共有は難しかった。各避難先自治体・施設管理者の支援のあり方や避難者の数、配置された職

員数など避難所ごとに事情は異なり、避難所運営のあり方は実質的に現場にゆだねられた。

　小さい避難所で数十人、大きい所で1,000人を超える避難者に、職員だけで目を配るには限界があっ

た。ある職員にとって最も気がかりだったのは、持病の薬も持ち出していない人が多い中での体調管

理。避難する町民の中に医療関係者を見つけ、「目の届く範囲でいいから、異変に気づいたら教えてね。

助けてね」と声をかけた。避難所によっては、町の消防団員が職員に代わり夜間の避難者対応や受付を

担い、地域の住民は「乳幼児だけでも」と自宅の風呂を開放したり、野菜や米など食材を提供したりし

てくれた。食材は避難先施設にあった調理室を使うなどして、町民が主体となって温かい食事を作っ

た。施設内の見回り、ゴミの片付け、掃除……。「避難者同士が協力し合い、小さな自治のようでした」と

話す職員は、手が回らなかったポットのお湯を、知らない間に替えてくれていた町民に今も感謝して

いる。ままならない避難生活の中で小さな気遣いが避難所の運営を助けた。

　町を出たとき、またすぐに会えると思っていた人たちは生きているのか、どこに避難しているのか。

さらに、いつまで自分たちは避難所にいられるのか、町はこれからどうなるのか。それぞれに避難生活

を送りながら、町民の不安や混乱は大きかった。しかしその時点では、職員にも、東京電力や国の情報

に接する災害対策本部にも先は見通せなかった。町民の一人が綴った当時の日記には、親戚や知人の

安否を気遣う言葉が並ぶ。そして無事が判明すれば、願った。

　「また、会えますように」



大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア④-①

［会津へ］

雪に覆われた会津若松市の市街地と一箕町長原地区仮設住宅



大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

左上：会津若松市に開所した町役場出張所に入る町民ら（共同通信社提供）　下：磐梯山を望む会津若松市内で進む仮設住宅の建設 右上：町役場会津若松出張所の開所式に臨む職員や報道陣

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア④-②
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大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

上：町立小中合同の入学式でランドセルを贈られる新入学児童　下：私服で入学式に臨む大熊中の新入生

●

●
●

C L O S E - U P ▼●4 O K U M A  T O W N

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア④-③

【クローズアップ大熊町❹】

　全町避難から約２週間後の平成23年３月25日、大熊町は会津若松市に拠点を移すことを発表した。避

難所からの移動日は４月３、４日。役場機能のほか町立の幼稚園、小・中学校も同市で再開、希望する町民

は応急仮設住宅ができるまで同市や周辺の旅館やホテルなどに入居するという、中長期的な避難を視野

にいれた対応だった。

　「なぜ会津なのか」。各避難先で職員の説明や報道を通じ、会津への移転を知った町民から声が上

がった。

　全町避難後、数日のうちに東京電力福島第一原子力発電所では水素爆発が相次ぎ、早期帰還の期待はし

ぼんだ。一方で、着の身着のままの避難を強いられた町民の心身の健康状態の悪化が目立ってきていた。

町災害対策本部を置いた田村市自体が一部に避難指示が出た区域を抱える避難自治体で、受け入れ側の

負担も懸念された。さらに新年度を間近に控え、子どもの学校を心配する町民の声も強かった。「どこか落

ち着いた環境で、町も町民も一緒にこれからについて考える拠点が必要だ」。そう考えていた町長は３月

17日夜、学校について相談してきた教育長に対し、４月からの学校再開とその場所の選定を指示した。

　選定にあたっては、学校として使える場所があることのほか、希望するすべての町民を受け入れられ

る自治体の規模、医療機関の充実、福島第一原発からの距離などを考慮した。浮上したのが会津若松市。

打診すると、会津若松市は学校として使える廃校に加え、幼稚園のために閉園した保育所、役場の拠点に

なる施設も提示してくれた。会津若松市長と町長の会談を経て、３月25日の発表に至った。

　会津若松市は大熊町の西約100㎞。冬も比較的温暖な浜通り地方に位置していた町と、豪雪地帯に区

分される会津若松市では気候や文化の違いが大きく、町民にとって必ずしもなじみのある地域ではな

かった。それでも移動希望者は町の予想を超え、４月３、４日には2,100人あまりの町民が避難所から会

津に移った。その後も移動者は増え、９月30日時点で会津若松市では3,723人、会津地方全体では4,175

人が避難生活を送ることになる。会津若松市の人たちは折に触れ、戊辰戦争での受難を引き合いに「自分

たちが大熊町民を受け入れないでどうする」とふるさとを追われる立場に理解を示してくれた。

　４月５日、大安の日を選び、会津若松市の旧県立会津学鳳高等学校校舎で開かれた町役場会津若松出

張所の開所式。会津弁で「よくいらっしゃいました」と書かれた横断幕を前に、町長は会津若松市へ感謝

の言葉を述べ、「１日も早く大熊に戻れるよう、心を一つにしていきたい」とあいさつした。町立幼稚園、

小・中学校は16日に入園・入学式、19日に始業式を迎えた。仮設住宅も市内12か所に建設され、６月から

順次入居が始まった。

　そして震災から６年を迎える現在（平成29年３月）に至るまで、大熊町役場は同じ場所に出張所を構え

ている。

会津からの再出発

26  大熊町震災記録誌 福島第一原発、立地町から  27



大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア⑤-①

［帰還困難区域］

雑草に覆われた町内の農地



大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

一時帰宅のため田村市の体育館で防護服を着る町民ら（共同通信社提供） 上：震災の４か月後に熊川地区で行われた津波犠牲者の慰霊祭　下：地震発生時のまま熊町小の教室に残されている児童のランドセル

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア⑤-②
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大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

上：町内のダチョウ園から逃げ出し、無人の町をさまようダチョウ
左下：帰還困難区域への入り口で封鎖された国道288号　右下：何者かに壊され、中の現金が盗まれていた町内の自動販売機

●

●
●

遠いふるさと

C L O S E - U P ▼●5 O K U M A  T O W N

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア⑤-③

【クローズアップ大熊町❺】

　「町として５年間帰町しない」。平成24年９月、大熊町は策定した「第一次復興計画」にそう明記した。

１日でも早い帰還を目指してきた町が、一定の期間を示して「帰らない」と判断するのは初めてだっ

た。東日本大震災から１年半。町を取り巻く環境の厳しさが明らかになってきていた。

　町が会津若松市に拠点を移してまもない平成23年４月22日、町の全域は原子力災害対策特別措置

法に基づく「警戒区域」に指定された。それまでは避難の指示は出ていたものの道路の通行に物理的な

制限はなく、家財や家畜を自宅に残してきた町民が町に入るケースが散見されたほか、空き巣などの

防犯上の懸念も大きかった。町民の健康や財産を守るため、町としても国に求めた措置ではあったが、

警戒区域に指定され、町民であっても自分の町に自由に立ち入ることはできなくなった。６月から国

の管理下で町民の一時立ち入りが始まったが、当初は在宅時間２時間、持ち出し品は１世帯あたりビ

ニール袋１枚分（70㎝×70㎝）に限られた。

　震災による犠牲者の追悼も防護服に身を包み、短時間で実施するしかなかった。平成23年７月24

日、津波で大きな被害を受けた熊川地区で開かれた津波犠牲者の合同慰霊祭。家族３人が行方不明の

まま震災翌日に町を離れざるをえなかった男性が町民を代表し、「いつか、あなたたちを奪った海を見

て生活するために戻ってきます」とあいさつした。

　平成23年12月には、国が警戒区域を放射線量によって３区域に再編する方針を提示。町の線量で

は、ほとんどの町民が住んでいた地域が、３区域の中で最も線量が高く、５年を過ぎても人が日常的

に活動できるレベルへの線量低下が見込めない「帰還困難区域」に分類されてしまう。区域の違いは

そのまま、町土の回復に欠かせない除染の方針や住民の生活再建に関わる賠償などの線引きに直結

した。約１年にわたる国との協議を経て、町は平成24年12月10日午前０時、「帰還困難区域」（町面積

の62％、人口の96.5％）、「居住制限区域」（面積15％、人口3.3％）、「避難指示解除準備区域」（面積

23％、人口0.2％）に再編され、厳しく立ち入りが制限される帰還困難区域に入る通路はゲートで封

鎖された。一方で、比較的線量が低い残る２区域では国による除染が進められ、日中は住民の立ち入

りも自由になった。

　区域再編に先立ち、第一次復興計画に記した「今後５年は帰らない」という宣言には、線量の差で分

断されそうな町を一つに保とうという意図があった。ただ、５年という期間は長い。帰還を望んでも、

人の手が入らない家や町並みは荒れていく。震災から３年半が経つころ、帰還困難区域内の自宅に一

時立ち入りした町民は腰まで伸びた庭の草をかきわけ、縁側から土足で自宅に上がり込んだ。畳から

草が伸びていた。

　「放射線に色が着いていたらいいのに。家が真っ赤だったら諦められるかもしれないのにな」

32  大熊町震災記録誌 福島第一原発、立地町から 33



大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア⑥-①

［復興への決断］

復興拠点としての整備を待つ大川原地区



大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

中間貯蔵施設の仮置き場に運び込まれる除染廃棄物 上：環境省が開いた住民説明会　下：町内で始まった中間貯蔵施設の本格施設工事

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア⑥-②
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大熊町を襲った震度 6強の揺れにより役場庁舎の天井は崩落

上：町役場大川原連絡事務所の開設を祝う関係者　下：特例宿泊で自宅に戻り、夜の団らんをする町民

●

●
●

C L O S E - U P ▼●6 O K U M A  T O W N

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】グラビア⑥-③

【クローズアップ大熊町❻】

　東日本大震災から４年が過ぎたばかりの平成27年３月13日、大熊東工業団地敷地内に、除染で出た

廃棄物を入れた黒い土のう袋12個が運ばれてきた。大熊町と双葉町にまたがる帰還困難区域計16㎢

に国が建設する「中間貯蔵施設」。そこで保管される除染廃棄物が初めて町に搬入された。除染廃棄物

は今後30年にわたり、町内に留め置かれることになる。

　中間貯蔵施設は、東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う福島県内の除染廃棄物を30年間保管す

るため、国が整備する施設だ。事故後、県内43市町村が除染を実施。除染廃棄物は袋に入れて各自治体

内に仮置きされ、その処分方法は震災直後からの懸案だった。国は平成23年10月に施設の概要を公

表。平成25年には大熊町などの候補地で地質調査を実施し、12月に国から町へ正式に受け入れ要請が

あった。住民説明会などを経て、町は平成26年12月、建設を受け入れた。

　大熊側の施設面積は11㎢、居住地の約３分の１に及ぶ。家や土地、地域の町並みを失う地権者はもち

ろん、町としても受け入れれば震災前の町の姿を取り戻すことはかなわなくなる。施設の受け入れは、

すべての町民に影響する、町として大きな判断だった。

　受け入れを経た平成27年３月、町は「第二次復興計画」を策定した。復興の中心に据えたのは南部の

大川原地区。人口比で言えば震災前の町民の3.3％しか住んでいなかった地域だが、町内では放射線量

が低く、除染も完了している。一方、東側は帰還困難区域で中間貯蔵施設建設予定地も広がる。大川原

地区を足がかりに、帰町を望む町民や移住希望者の居住環境を整え、除染の進捗や線量の推移を見な

がらいずれその範囲を拡大していく方針だ。大川原地区ではすでに東京電力の給食センターが稼働

し、太陽光発電施設の竣工、廃炉関連事業所の開設、東京電力社員寮の整備などの事業が進む。平成28

年４月からは町大川原連絡事務所が開設され、日中は３人の職員が常駐するようになった。平成28年

８月には特例宿泊を実施し、震災後初めて夜の町内に民家の明かりが灯った。平成30年度中には新し

い役場庁舎が完成する予定だ。

　町の変化を冷静に見る声もある。「今、大川原に行くと給食センターも東電寮もあって、すごいと思

う。でも考えてみると、あれは俺たちのではねえんだな。町民のための施設ではねえんだ。それを見

て復興しているとか、そんなことではねえと思うんだ」。ある町民は言った。ただ一方で、その人は、

除染が済んだ近所の町並みを見て「自分も戻りてえって気持ちが強くなってきた」とも話した。町長

は「無人だった町に人の動きが出てくることが、帰る、帰らないに関わらず町民の希望につながれ

ば」と願う。

　震災から６年。ようやく「帰町」が現実味を帯びてきた。

38  大熊町震災記録誌 福島第一原発、立地町から 39

中間貯蔵施設／復興への　歩み
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震災から７年目の大熊町
【2017.3.11～▶】

大熊町震災記録誌【詳細版／概要版共通】巻末グラビア

日隠山の中腹より撮影
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